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計画の柱１ 施策２－（３）
都市型介護予防モデル「松戸プロジェクト」の推進

１ グリーンスローモビリティについて
２ オンライン体験・講習会の実施について
３ コロナ禍の現状・今後の展開
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１．グリーンスローモビリティについて（令和３年度）

①「試しに乗ってみたら楽しいので何回も乗るようになった。」
②「いろいろなスーパーに行かれるので有難いし、重いものも
買えてありがたいわ～」

③「グリスロに乗ると久しぶりの人と会えて良かったわ～」
④ちょっと認知で

実証調査のねらい

グリーンスローモビリティは、高齢者等の地域活動・社会参加を促進し、介護予防の他、地域が
抱える様々な問題を解決する事が期待されております。

2019年の実証調査では、高齢者の日常行動範囲を導入前後で比較したところ、日常行動範囲
が1.5倍になる等、高齢者の介護予防につながることを確認しました。
今回の調査は千葉大学予防医学センターとヤマハ発動機（株）が共同で行う、「グリーンスロー

モビリティを活用した高齢者の移動と健康に関連する実証調査」のモデル地域に松戸市が選定さ
れ、市内の実施地域を公募し、市内２地域で調査を実施したものです。

2019年の対象地域以外でも地域の互助の活動で小さな移動が可能となり、移動が健康に寄与
できるかの効果測定を行い、今後の政策展開に反映させるものです。

グリーンスローモビリティとは

時速２０Km未満で公道を走ることができる電動者を活用した小さな移動サービスです。

Green
電動車を活用した環境に優しいエコな移動サービス

Slow
景色を楽しむ、生活道路に向く、重大事故発生を抑制

その他
同じ定員の車両と比べて小型、開放感がある、乗降しやすい 等
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１．グリーンスローモビリティについて（令和３年度）

地域の反応

【利用者の声】
・試しに乗ってみたら楽しいので何回も乗るようになった
・グリスロに乗ると久しぶりの人と会えて良かった
・毎回5㎏のお米を買って帰る、重いものを家まで運んでくれるので助かる
・乗ると夕食のメニューを教え合うし、買い物が増える
・こんなにゆっくりお買い物をしたのは久しぶりで有難い（障害のある方）
・２年間閉じこもっていた人が外出するきっかけとなった
【運転手の声】
・ゆっくり地域を走ることで、自分の地域の魅力を再発見できた
・人から「ありがとう」といわれる事が活動をしていく上で励みになった。

調査概要

１）小金原地区（日常生活圏域）２０ 町会 延べ利用者２９６名
調査期間 令和３年１０月２５日（月）から１２月１９日の８週間
運行ルート 定路線（①地区巡回、②根木内城址公園方面、③常盤平駅方面、④買い物）
運行形態 定時運行（平日の昼間、時刻表による運行）
利用方法 事前予約制（乗降場所フリー）無料
運 転 手 地域の無償ボランティア（３４名）

２）河原塚地域４町会 延べ利用者５６６名
調査期間 令和３年１０月１８日（月）から１２月１２日の８週間
運行ルート 定路線（自治会単位に利用、買い物、グラウンドゴルフ等）
運行形態 定時運行（平日の昼間、時刻表による運行）
利用方法 事前予約制（乗降場所フリー）無料
運 転 手 地域の無償ボランティア（２３名）
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２．オンライン体験・講習会について（令和３年度）
背景

新型コロナウイルスの流行による、通いの場などの活動自粛に伴い、高齢者の健康や生活機能の悪
化が危惧されていました。
令和２年度に千葉大学予防医学センターが日本医療研究開発機構（AMED）から受けた研究助成に

より松戸市でオンライン講習会事業を実施。１５０名に実施したこの事業は、令和３年版厚生労働白書
に掲載されました。また、日本国際交流センター及び東アジア・アセアン経済研究センターより「アジア
健康長寿イノベーション賞２０２１ 新型コロナ対応特別賞」を受賞するなど、各方面から評価を得てお
ります。
令和３年度についても昨年度を踏襲する形で事業を実施しているところです。

事業概要

【事業のねらい】

オンライン上で通いの場活動などを行い、交流・社会参加を通じて健康寿命の延伸を図ることができ
るように、オンラインを学びたい高齢者を対象にタブレット端末を使って無料の体験講習会を行う。

【講習内容等】
講習期間 ５～７週間
講習方法 ・初回と最終回は対面で行う。

・タブレットを貸し出し、講習期間内に週１回以上オンラインによる講習等を行う。
・講習の期間に講師などからのサポートを受けられる。

対 象 通いの場などの参加者及び個人
予定人数 ２００人（１講習の定員を１０名程度として実施）
講習場所 通いの場の活動場所・公共施設

※効果測定として、体験前と体験後にアンケート調査を行い、社会参加・心身の健康の変化を確認する。



３．コロナ禍の現状・今後の展開

今後の展開

〇グリーンスローモビリティの導入に向けた取組み

〇オンライン体験講習会の継続、デジタル関連施策での他部門との連携

〇社会参加促進のための啓発活動
・広報まつどにコラムを連載する
・松戸プロジェクトホームページによる啓発
・機会を捉えチラシ等を配布する
・介護予防・フレイル予防啓発イベントを開催する

①「試しに乗ってみたら楽しいので何回も乗るようになった。」
②「いろいろなスーパーに行かれるので有難いし、重いものも
買えてありがたいわ～」

③「グリスロに乗ると久しぶりの人と会えて良かったわ～」
④ちょっと認知で

（参考）コロナ禍での活動自粛による影響
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